




写真：2003年台風14号の強風被害（宮古島地方気象台）

写真：ハリケーン・カトリーナ（NASA）
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　巨大台風は、大雨だけでなく猛烈な風の強さが最大の特徴
です。台風上陸のかなり前から避難すらできなくなります。

　伊勢湾台風では浸水期間が 120 日以上
に及び、現在でも浸水被害が発生した場合
は浸水期間の長期化が予想されます。
　そのため浸水域内の避難場所等に避難で
きた場合においても、長い間非常に不自由
な生活を強いられることになります。

　木曽川下流部のゼロメートル地帯のほぼ全域
が浸水します。深いところでは、4ｍを超える浸
水深（２階まで浸水）となります。
　この浸水域内には、およそ１８万人が暮らし
ています。

　このシミュレーションは高
潮と洪水が同時に発生した場
合を想定しています
【高潮】スーパー伊勢湾台
風（室戸台風級の巨大台風
が伊勢湾に最も大きな高潮
をもたらすコースで襲来）
【洪水】現在の計画降雨の
100 年後の増加率を考慮
し た 降 雨 に よ る 洪 水
（1,000 年確率相当）

　図：伊勢湾台風の浸水期間の実績（伊勢湾台風復旧工事誌 上巻）を基に作成

広大な浸水範囲 長期化する浸水期間
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　現在の気候条件では 70～ 100 年に１回程度しか本州沿
岸に接近しない最大風速 54 メートル超の最強クラスの台風
が、今世紀末には１０～２０年に１回程度接近する可能性が
あることが、気象庁気象研究所と海洋研究開発機構の共同研
究チームによるシミュレーションで分かっています。
　地球温暖化の影響で、中心気圧が 850 ヘクトパスカルを
下回る史上最強の台風が発生する恐れもあるとされていま
す。

気象が大きく変化している状況や、
ゼロメートル地帯の地理条件を考えると ・ ・ ・

現在、 地球温暖化にともなう

巨大台風が近づくと、

範大大 化

高潮や洪水の危険性は高まっています

現在 気候条件 は 70 100 年に１回程度しか本州沿

巨大台風の襲来が懸念されています

猛烈な風により身動きできなくなります
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